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外部事業活用事例

トップ型TGUと一体化して
「自立した学習者」を育てる探究型カリキュラム構築

イオン1%クラブ（高校生国際交流事業）について

原 順子 (HARA  JUNKO)



Situated in Nagoya University Campus,

an Idea Location for Study



学校規模

男子 女子 合計

中学１年 ４０ ４０ ８０

中学２年 ４０ ４０ ８０

中学３年 ４０ ４０ ８０

高校１年 ５５ ６７ １２２

高校２年 ４９ ６７ １１６

高校３年 ５７ ６０ １１７

合計 ２８１ ３１４ ５９５
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イオン1%クラブ（高校生国際交流事業）

（参加のきっかけ） ・ お茶の水女子大学附属高等学校訪問
・ 一枚のFAX

アジアユースリーダーズ 2016     （男子3名 女子2名）

アジア・ユースリーダーズ 2017       （男子1名 女子4名）

（参加の履歴）

ティーンエイジアンバサダー 2018       （男子5名 女子5名）

外部事業活用事例部事業活用事例（生徒募集） ・SGH掲示板に掲示 ・クラス掲示
・声掛け ・PTA保護者会での案内

（生徒選考） ・SGH推進委員会 →学年会 →職員会議

（事前学習） ・派遣先について ・課題テーマについて など

（事後学習） ・学校祭での発表 ・学校説明会での発表



イオン1%クラブ以外の外部事業活用事

(2016年度)

・平成28年度第24回デトロイト市交換学生派遣事業（女１名） 愛知県豊田市
・「なるほど！ザ！明日からできる民間外交（男10名 女12名）JCI 名古屋青年会議所

→ 男1名 留学 (3か月） 女2名 1年間海外留学（内1名 トビタテ）
・平成28年度「女子中高生夏の学校 2016」（女1名）国立女性教育会館
・2016 ヤング天城会議 （女1名）日本IBM
・愛知県ユネスコスクール交流会（男3名 女5名）愛知県教育委員会
・犬山市青少年海外派遣事業（女1名）愛知県犬山市
・ 対日理解促進交流プログラム（ KAKEHASHI Project） （男4名 女19名）外務省

→ 関西学院国際学部 早稲田大学 東京大学 名古屋大学 などのグローバル大学に進学



(2017年度)

・かめのりスクール 2017  （男1名 女2名） かめのり財団
・ジェンダー啓発プログラム （男4名 女13名） （株）資生堂
・第4回高校生カンボジアスタディツアー （男１名） 日本ユネスコ協会
・2017 ヤング天城会議 （男1名）日本IBM
・夏休み！みんなのテレビスクール2017 （男1名 女4名）東海テレビ放送株式会社
・高校生のためのモノづくり工場見学（男2名 女1名） 一般財団法人 軽金属学会東海支部
・次世代輸送を支える超伝導・超磁力石材料関係技術（男10名 女5名）日本鉄鋼協会東海支部
・名古屋大学からASEANへ（男5名 女3名） 名古屋大学GSIP
・ジェンダー平等のために何ができるか（女2名） HeForShe

教員の派遣履歴）
Cf 教員海外研修 主催）JICA 2名

韓国政府日本教職員招へいプログラム 主催）ACCU 国際連合大学 2名
ESD日米教員交流プログラム 米国 主催） ACCU日米教育委員会 3名

IBM HPより



(2018年度 6月まで)

・にほんご人フォーラム2018（女2名） かめのり財団
・第29回ロサンゼルス交歓高校生（男1名）名古屋市観光文化交流局国際交流課
・第31回愛知県内普通科高校生海外派遣訪中団「第23次平成遣中使」（女1名）上山奨学財団

※ 現在募集中のプログラムも多数あり



成果
・参加がきっかけとなり、次のプログラムに応募
・自分でプログラムを探して応募
・グルーバル大学進学につながる
・課題研究のテーマ決めにつながる
・生徒の参加費用負担が軽減
・海外から留学生のホストファミリーとして受け入れてくれる

→ 家庭がSGH理解、学校理解 → 学校に協力的

課題
・学校行事との日程的な調整
・生徒の公認欠席
・引率教員のしばり （女性が望ましい など）
・書類作成 （校長推薦書作成 など）
・学校内での理解
・募集を行う教員の意欲

将来的には
・企業連携へ発展
・開かれた学校へ
・他校との連携へ
・教員間の連携
・卒業後のＦＢ

など
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